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臨　研究者の研究資料はじめ，一般の人々にも各自が佳う住

島』　宅をはじめとして耐風的であるや否やの検討資料として

鉱　紹介するものであります・内容についての御意見並に御
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L！㌻　　　、

醜　　1．建築物の風水害防止を考慮してある法規

彰　○法律第201号（法）　　建築基準法　　昭和25．5制定
猷
農　○同上政令第338号（令）建築基準法施行令
藍
臥“　　　　　　　　　　　　　昭和25．11〃
臥　○建設省告示第1074号　　　　　　　　　昭和27．7．

ド　○目本規格（」1S）建築3001号　　　　昭和23．2〃

暴
華・　　2・風水害防止を考慮する建物の種類と大きさ
ll・建勒の糊数が・・m2（3坪）以上のものは届出る．

畢グ』　（法15条）
ぎ

酌　○風に耐える様に設計計算を要求される建物・　’

ll』　（法20条，令46条）

　　　　　　　　　　！1階以上i総面積5・m2（・5坪）以上’　　木造の場合
ぎ

建築物の風水害は葺年かなりの損害高を示しているが

これ等の被害を最小限に止めるために，新しく家を建て

るときは勿論のこと，現在建っている建物をさらに大き

くする場合にも，風水害防止の各種の規則に従って建て

るように考慮されている．本稿はそれらの概要を示して

　4・水害防止を考慮したもの（法39条）

○津波・高潮・出水による災害危険区域を都道府県がき

　める．この災害危険区域には佳居建物の禁止，その他

　の建物の制限をする．

5・建築物は風による力を水平力として壁体や控柱で・
　　　　　　　　　　　　　　　　　暫耐えさせる．（令36条，令69条）
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第・2図

6・一風による瓦の飛散防止（令39条）
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木造以外の場合 2階以上1〃　200m2（60坪）〃
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増築して上記を超える場合は計算する必要がある．

3・建築物の高いものは木造を禁ずる．（法21条）
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1ゴ、○建築物の高さ13m，軒の高さ9m又は総面積3000m2

歓
．
，　（900坪）をこえる建築物α主要部は木造にしてはいけ

鮒　　ない．風で壊れやすいから．
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○屋根瓦は，軒及びけらばから2枚通り以上を1枚ごと

　にジその他の部分では5枚以下おぎに1枚ごとに下地

　に緊結する．

7・風や出水で，建築物が横に滑らないように土台を

　基礎に緊結する．（令42条）

但し1建物面積が50m2（15坪）『以下のものは必要と

しない．

8・建築物が風に耐えるように筋かいを入れる．

　（令45条，令69条）
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9・風に耐え』る筋かいの必要量（令46条）
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10m2≦3坪当りの長さ』（cm）

－雪国及び日本瓦等重い屋根の≧き

金属板，スレート等軽い屋根のと
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η・風に耐える筋かいの大きさと必要量（令46条）

イお

熱
蕊

愈10
蜜～
南0
　　　　　　　50　100　150　2⑳
　　　　　　　　　蓬塾物の鵡ざ（↑ηり

　　　　　　　　　　第6図一

フ

　麗醗

儀㌶毯、 へ

纏二遭

ヒ（ 虫A　A

11・柱と梁の接合箇所が風ではずれないように金物せ

　緊結する．（令47条）
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12・小学校・中学校は持に基準を設けている．

　（令47条）

小学校・日本規絡（J　I　S）建築1302号

中学校，同上　　　　　，一建築1203号

　13．風害は他の気象災害と一緒に来ることも

　　考慮する．（令82条）

○全国的に台風か旋風が来ることを考慮ナる．

○多雪地方では旋風と積雪が一緒に来ることを考慮す一

　る．

　14・建築物に加わる風圧力の算定（令的条，J　I　s）

○建築物に加わる風圧力は下式で計算して求める．

　　建築物の風圧力P干速度圧4×建物の風力係数C

　　　　　　　　　　　x建物の見付面積4，
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訟嶋雌1ビ建駈（宅，の麟
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○速度肋の値は台風，旋風別に地方的1こ風の強弱を考』，

慮して下図の如き100％，80％，60％，40％の階級にし

てある．
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q更に海岸から内陸に8km以上入ると上記の値を20％減

　らしてもよい．

○山上，がげ上等は上記の値を増さなくてはいけない．

○風の方向に遮蔽物又は防風林のあるζきはσ、の値を

　％にしてもよい．

　　　　　　　　　　　　　　　　（建築研究所）
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